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でもある。 
後半の第５章及び第６章は、吉田作品の意匠の特質をまとめ、その変容の背景について明らかにした部分
である。第５章「内部意匠」では、吉田の最大の特徴ともいえる柱を隠す大壁の意匠を具体的な事例と吉田
の言説を交えて検討した部分である。ここでの内容は、柱や長押あるいは天井など数多くの線的な部材が露
出する日本の伝統的な住宅建築の意匠を出発点としながら、まず内法上の小壁や天井次いで内法下の壁面と
いう段階を経由して大壁化が進行し、最終的には極めて簡潔な意匠に至った状況を、その都度発生した問題
に対してどのように対処したのかという視点から説得力をもって考察している。そして、その中で、内法端
部や引込戸あるいは照明周辺といった吉田に特有な納まりを重視した細部の意味を明らかにしていることも
重要である。本論の最後にあたる第６章「外部意匠」は、屋根形状及び外壁の意匠を検討した部分であり、
内部の大壁化と時期的に齟齬する外壁の大壁化の分析などを通じて、吉田の設計理念を明確化している。 
末尾にあたる終章は、第６章までの内容を踏まえて吉田作品の変遷過程を総括している。ここでは、吉田
の住宅作品を、その傾向から４期に分け、それぞれの時期の特質を改めて提示することで、吉田の住宅作品
を日本近代住宅史の中に位置付けている。 
以上のように申請論文は、吉田五十八という日本近代を代表する建築家の住宅作品を総括的に扱ったもの
である。作家論として極めて高い水準にあると同時に、長期に渡って設計活動を継続した他に類例の少ない
吉田の作品分析を通じて、日本近代住宅史の再検討を促す内容となっていることにも大きな意義を見出せる。
したがって、申請論文は、得られた結果に加え、今後の研究動向を示唆している点からも特筆すべき内容を
もつものとなっており、本学大学院の博士学位論文に十分に値するものとして評価できる。 
